
日消外会誌 21(8) 2184～ 2187. 1988年

落下胃石による腸閉塞の 1例

琉球大学医学部第 2外科

大嶺  靖   喜 名 盛 夫  古 謝 景 春  草 場  昭

INTESTINAL OBSTRUCT10N DUE TO INCARCERAT10N

OF BEZOAR:A CASE REPORT

Yasusshi OHMINE,Morio KINA,Kageharu KOJA

and Akira KUSABA

The Second Department Of Surgery,Faculty of MIedicine,University of Ryukyus

索引用語 i胃石,腸 閉塞

はじめに

胃石の腸内嵌頓による腸閉塞はまれである。われわ

れは腸管に落下 した胃石による腸閉塞の l frlを経験 し

たので報告する。

症

患者 i84歳,男 性.

主訴 :嘔吐,腹 痛.

家族歴 !特記すべきことなし.

既往歴 !24歳時に虫垂切除術.64歳時に胆嚢摘出術,

勝眺腫易手術,両 側嵐径ヘルニア修復術.83歳 時に脳

血管障害,左 不全麻痺.

現病歴 :昭和59年11月ごろより,時 折空腹時に上腹

部痛をきたすようになり,楽 院にて上部消化管の精査

を受け胃潰瘍ならびに胃石と診断された。昭和60年2

月胃潰瘍の治療を目的として当院に紹介された。胃透

視 な らびに 胃内視鏡 検査 で 胃前庭 部 に漬瘍 (Al

並age)1)ならびに胃体部に球状の胃石 (6×6×5cm)が

確認された(図 1,2).約 5週 間の入院治療を受けいっ

たん退院したが, 4月 5日 突然嘔吐および上腹部痛を

きたして来院し4月 6日 に再入院した。入院時には,

上腹部痛は消失し嘔気,嘔 吐も軽快していた。胃石形

成の原因に関して嗜好食物について間診したが, 胃石

を指摘 される以前に果実を大量に摂取 した ことはな

く,特 に柿を飽食する習慣も認められなかった。

入院時現症 :体格中等度,体重54kgで 栄養良好であ

る。血圧148/80mmHg.脈 拍86/分,整 で緊張良好。心

音,呼 吸音異常なし.腹 部には 5カ 所に手術赦痕を認

<1988年 4月 13日受理>別 刷請求先 :大嶺  靖

〒90301 沖 縄県中頭郡西原町字上原207 琉 球大学

医学部第 2外科

図 1 胃 透視造影所見(圧迫像).胃 体部に腫瘤様の橋

円Y//の陰影欠損を認める。

めたが平坦で圧痛なく,腫 瘤や肝,障 ,

ない。

血液一般検査には異常を認めず,血 液生化学検査で

は血清蛋白質の軽度低下,BUN,ク レアチニシの軽度

上昇を認めたが,他の検査成績は正常範囲であった(表

1 ) .

入院後経過 :絶食 とし経過観察を行ったが,入 院 2

日後に腹部膨満 と軽度の右下腹部痛が出現した,腹 部

単純 X線 写真で鏡面像を認め腸閉塞 と診断した。腹部

膨満はさらに増強し暗緑色の嘔吐が頻回となり, 胃管

の挿入により多量の排液が認められた。右下腹部痛は

例

腎は触知 され
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図 2 胃 内視鏡検査所見.表 面は顆粒状を呈し,

さは60× 60× 5 0cmの 胃石を認める.

表 1 術 前検査成績

123(2185)

図 3 腹 部単純 X線 写真(仰臥位).小腸に多量のガス

像がみられる。

回腸終末部は回盲部から約20cm口 側で腹壁や他の腸

管 と強 く癒着し複雑に屈曲しており,そ こに 3個 の異

物が嵌頓 していた。癒着を剣離し屈曲を解除した後,

小腸に横切開を加え3個 の嵌頓異物を摘出するととも

に,そ れより口側回腸内の 9個 の異物を摘出した.胃 ,

十二指腸には胃石は触知されず,回 腸内の異物は胃石

が崩壊して回腸内に落下したものと考えられた。胃潰

瘍に対する冒切除術あるいは迷走神経切離術は施行し

なかった。

摘出標本 :12個の摘出果物は大小不同で不整形であ

り,昭 和60年 2月 に胃体部に認められた球状胃石が崩

壊 したものと考えられた。そのなかで最大のものが4X

3×2cmの 大 きさであ り,摘 出異物の総重量は乾燥 し
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軽度で増強の傾向は認められなかったが,腹 部単純 X

線写真で小腸に多量のガス像がみ られるようにな り

(図3),腸 管に落下した胃石の腸内嵌頓による腸閉塞

または癒着性腸閉塞 と診断した。保存的治療による改

善が得 られなかったため, 4月 9日 に緊急手術を施行

した.

手術所見 :全身麻酔下に腹部正中切開にて開旗する

と,少 量の淡血性腹水が認められた。腹壁手術疲痕に

対 して腸管,大 綱および腸管膜が広範囲に癒着 してい

た.小 腸は広範囲にわたって発赤し浮腫状であった。

癒着 した小腸を景」離 しながらTreitz靭帯より肛門側

にたどっていくと,回腸内に 9個 の果物が触知された。

図4 摘 出した胃石.
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表 2 胃 石の分類た状態で36gであった。表面は黒褐色で凹凸不整,弾

性硬で脆弱であった。割面では中心に柿の種子や植物

繊維を認めず,ま た結晶構造もみられなかった。結石

の赤外線吸光度分析では, タンエンが98%以 上を占め

ていた (図4).

術後経過 :上部消化管出血,一 過性の精神障害,術

後腸管麻痺などをおこし回復に時間を要 したが,術 後

42日目に軽快退院した。術後の内視鏡検査額で胃内に

胃石は認められず,漬 瘍は赦痕化 (Sl stage)1)してい

ブそこ.

考  察

bezoar(胃 石)と い う言葉は Deslypereらのによる

と,解毒剤を意味するアラビア語 bedzehr,ベルシャ語

padzahr,ヘ ブライ語 beluzaarからきている。

胃石は種々の原因で形成されるが,綾 部 らいはその

構成成分により胃石の分類を行っている(表2).欧 米

では毛髪胃石の頻度が全胃石の55%と 高いのが,本 邦

では植物胃石の報告が圧倒的に多い。.植 物胃石のな

かでも柿冒石が特に多 く,そ の頻度は牧野 らゆによる

と,85.4%と されている。その他の植物胃石としては,

昆布,栗 , ミカン,サ ツマイモ,大 根, ワラビ,豆 な

どの報告がある6).

柿胃石の年齢による発生頻度は,島 谷 らのの報告で

は若年者に多 く,30歳未満が全体の59%を 占めている。

なお,わ れわれが検索 しえた限 りでは,本 症例84歳は

本邦最高年齢 と推定される。

柿 胃石の形成機序に関して,泉 ら的は柿果実に含ま

れる柿渋いわゆる可溶性シブオールが胃液 と反応 して

不溶性シブオールとなり凝固析出するさいに不消化の

柿果皮などの砕片に膠着をおこし胃石が形成されると

し,平鳴らりはその過程で,塩素イオンにより活性化さ

れた酵素が作用して結石を形成するとしている。シブ

オールはタンニン様物質で,柿の渋から輸出される1の.

本症例の場合,結 石の赤外線吸光度分析の結果タンニ

ンが98%以 上を占めてお り柿胃石である可能性が高い

が,特 定の果実あるいは植物性食物を同定することは

できなかった。

胃石の主な合併症には,腸 閉塞 と胃漬瘍が挙げられ

る。腸閉塞の合併頻度については,牧野らゆは79例中40

例 (50。6%),島 谷らのは227例中71frll(31,3%)と報告

して お り, ま た井 上 ら1 1 ) は本 邦 で の最 近1 0 年間

(1969～1981)の統計で250例中20例 (8%)に 腸閉塞

の合併を認めている。非上 らの報告による頻度が前 2

者の頻度に比べて低いのは,最 近の集団検診の普及や

A.植 物胃石 phJrtobezoar,hortobezoar

l 果 実胃石 opobezoar

柿 胃石 diospyrobezoar,persimmon baH

2 線 維胃石 iniobezoar

B 毛 髪 胃石 trichobezoar,hair ball

C 毛 髪植物 胃石 phytotnchobezoar

D そ の他の胃石

1 シ ェラック胃石 shellac ttzoar

2.ア スファル ト胃石 asphalt bezoar

3 駐 素胃石 slHcobezoar

4 薬 物 胃石 medicobezoar

5. 樹】旨胃石 resinobezoar

6.凝 血塊 胃石 haematobezoar

7 粘 液胃石 mucobezoar

診断技術の進歩によって,合 併症をおこす以前に胃石

が発見されるようになったためと考えられる。また,

本症例の場合, もし小腸に屈曲癒着がなければ落下胃

石による腸閉塞をきたさず,便 とともに排出された可

能性もあると考えられた,

胃漬場の合併頻度は22～50%で ,高 齢者に多い傾向

がある。の11)1分.胃 漬瘍の発生機序に関しては,胃 石に

よる機械的刺激が原因であるとする考え1つと,逆に,胃

漬瘍が先行してその影響で胃石が形成されやす くなる

とする考え1りがぁるが,両 者の因果関係は明確にはさ

れていない。

治療 としては,重 曹あるいはアルコール服用などに

よる溶解療法,内 視鏡的に砕石あるいは摘出する方法

が試みられるがlф10, これらの療法が成功 しない場合

は外科的摘出術が選択される。

結  語

1.胃 石が崩壊 して回腸内に落下 し腸閉塞をきた し

た 1例 を経験した。

2.3個 の落下胃石が回腸終末部に嵌頓 しており,さ

らにそれより口側回腸に 9個 の胃石が認められた。

3.胃 石の主成分はタンニンであった。

4.胃 石形成の原因となった食物は同定できなかっ

た.
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